
○中原中学校の歴史 パート4 
   今回は、第4代校長 石井一夫先生と当時の様子を紹介します。  

第4代校長 石井 一夫先生は、昭和28年度から31年度までの4年間本校在職でした。学校要覧によると、昭 

和28年4月27日に校歌制定、11月19日に県教委委嘱『能率的学習指導』の研究発表会、昭和29年5月運動場を拡 

張、昭和31年5月17日講堂兼体育館落成と記されています。また、校歌の作詞者は宮﨑安一氏で校長室には直 

筆の校歌歌詞の掛け軸があります。また、昭和30年度の学校要覧には、中原小学校の校歌作曲者である陶山聰 

氏の楽譜が掲載されていますが、昭和32年の学校要覧には現在の校歌作曲者である池内友次郎氏の楽譜が掲載 

されています。このことについては、調査して後日お知らせしたいと思います。 

このころの出来事として、昭和28年6月には北部九州一帯で大水害（二十八水）が発生し、多くの被害が出 

ています。また、昭和29年第5福竜丸事件（ビキニ環礁水爆実験に伴う「死の灰」被害）、昭和31年日ソ共同 

宣言、日本の国際連合加盟が実現した年でした。 

   上の写真は、石井一夫校長とS28年度の第7回卒業生集合写真、S30年度の第9回卒業生の集合写真です。石井 

校長は、北茂安中（S40～41)や三根中（S42)にも校長として勤務されています。 

 下の写真は、昭和30年（1955年）度の校舎配置図と当時の職員名簿、昭和34年（1959年）頃の航空写真です 

が、この写真には昭和31年に完成した体育館がロの字型校舎（平屋）の北側に写っています。 


